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資料⑤町の取組概要

▶川島町空家等対策計画に基づく町の取組の概要について説明します。
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空き家が増える要因の一つは「少子高齢化」です。川島町の状況は以下のとおりです。

川島町マスコットキャラクター
かわべえ・かわみん

区分 説明 どんなことが起きているか…

人口
人口 (H27)21,088人 → (R5)18,947人
世帯数 (H27)7,898世帯 → (R5.)8,233世帯

・人口：平成12年をピークに減少
・世帯数：増加傾向が継続

少子化

児童人口（0～11歳）
(H30) 1,557人 → (R4) 1,263人

合計特殊出生率
(H19) 1.14 → (R3) 0.64

出生数
(H30) 97人 → (R4) 56人

・児童、生徒の数が年々減少。
・最大6校あった小学校が4校に。
→R7には3校…R17には1校に。

高齢化

高齢者人口
(H22) 4,988人 → (R4) 7,112人

高齢化率
(H28) 30.3% → (R4) 37.2% ※全国 29.1%

一人暮らしの高齢者の割合
(H22) 7.0% → (R2) 10.1% ※全国31.8％

平均寿命
(R2) 男 81.57歳 女 87.71歳
（全国 81.05歳 87.09歳）

・高齢化率の増加とともに、高齢者
が単身で暮らしている世帯が少しず
つ増えている。
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川島町の空き家の現状はこちらです。

川島町マスコットキャラクター
かわべえ・かわみん

770戸（H30住宅土地調査）
国勢調査における調査区内の住宅を抽出調査し、

当該市町村の人口に合致するよう一定の比率を乗じた推計値

250戸（H30現地調査）
水栓が閉まっている建築物を現地調査したもの。

倉庫や店舗などを含む。

139戸（R4現地調査）
現地調査をし、適正管理がされていないなど優先的に

対処すべき空き家

特定空家等
認定候補

14戸
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●明治大学との共同研究

令和2年度から、行政学に係る専門的な知見を持つ明治大学政治経済学部西村弥ゼミ
ナールと連携し、町政課題に関する共同研究を実施しています。

今年度は、当町の重要課題である「空き家対策の推進」をテーマに、ゼミナールの知見
を活用しながら解決に向けた施策をまとめていきます。

令和2年度

総合振興計画

の策定

令和3年度

総合振興計画

の進行管理

令和4年度

ごみの分別方法

（SDGｓ）

令和5年度

空き家対策の

推進
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ⅰ.先行事例の研究（3月）
春合宿を活用し、令和5年度の共同研究テーマ「空き家対策」について、全国の先進事例

の調査・研究を実施した。

ⅱ.現地調査（5月）
町内にある空き家20件を研究対象とし、現地を訪問して外観や周辺環境等を調査した。

町担当職員も同行し、空き家施策の立案に必要な知識等の習得を支援した。

ⅲ.中間報告（7月）
共同研究の進捗状況や今後の進め方について、副町長及び担当課の職員に中間報告を実

施した。
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ⅳ.所有者ヒアリング（8月）
研究対象物件の所有者12名に対し、対面や電話、オンラインなどの手法でヒアリングを

実施。
所有者が抱える課題や必要な支援等を調査し、今後の施策立案の参考とした。

ⅴ.先進事例調査（8月）
補助制度や空き家バンクの運用手法など、施策立案につながる事例について視察を実施。

先進事例として富山県氷見市及び上市町を選定し、現地視察を実施した。

ⅵ.所有者アンケート（9月）
ヒアリングを実施した12名を除く約110名の所有者に、空き家を所有する上での課題等

について調査するとともに、立案する施策の需要等について確認した。（集計中）

➡町が取り組む空き家対策についてまとめ、年内に町長へ成果報告（予定）

➡町は最終報告を参考に令和6年度当初予算に空き家対策関連予算を計上
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財源や人的資源を効果的に投入するため、活用と適正管理を区分して対策を推進します。

活用（攻め） 適正管理（守り）

市街化区域 市街化調整区域
民間活力、補助等を所有者に働きかけ積極的に活用 活用の土台は整備しつつ、環境維持を優先

●空家等対策の推進に関する特別措置法（概要）
・定義等（1～4条）
・基本指針・計画の策定等（5～8条） ➡市町村の対策計画、協議会
・空家等についての情報収集（9～11条） ➡立入調査、情報利用、データベース
・所有者等による空家等の適切な管理（12条） ➡所有者責務
・空家等及びその跡地の活用（13条） ➡利活用に向けた施策
・特定空家等に対する措置（14条） ➡特措法のポイント
・財政・税制上の措置（15条） ➡財政支援、固定資産税
・過料（16条）

No. 事業・取組名（案）

1 空き家活用ワンストップ相談推進事業

2 全国版空き家バンク推進事業

3 空き家活用補助事業

4 空き家活用ローン利子補給事業

No. 事業・取組（案）

1 空家等対策協議会設置

２ 行政代執行・略式代執行

３ 相続財産清算人・不在者財産管理人制度

４ 個人版ふるさと納税空き家維持管理事業

様々な視点で空き家対策
を進めていきます！

R5.12月
改正法施行予定

資料⑤町の取組概要



8

【R5活用】空き家活用ワンストップ相談推進事業

埼玉県宅地建物取引業協会埼玉西部支部と連携し、ワンストップ相談体制により活用に向けた取り組みを
円滑に進めます。
「何から手をつければよいかわからない」「相談先がわからない」という所有者の悩みに寄り添い、空き

家物件の対応にスピード感を持って取り組みます。

川島町所有者 宅建業協会

司法書士

建築士

建築施工

土地家屋
調査士

金融機関連携・協力

相談費用
は無料

●埼玉県宅地建物取引業協会埼玉西部支部との協定締結

ワンストップ相談事業を実施するため、令和5年8月30日に
川島町と埼玉県宅地建物取引業協会埼玉西部支部で協定を締結し
ました。
協定締結により、同協会は専門の相談員を選定し、意向に沿っ

た解消につながるよう支援します。
町は、所有者の相談の初期対応を行います。

初期相談 対応依頼

専門相談員の伴奏支援
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【R5活用】全国版空き家バンク推進事業

全国の市町村で空き家バンクを設置しているが、それぞれ開示情報が異なり比較や検索が困難という課題
があります。このため、国土交通省が取り組む全国版空き家バンクに参画し、利用者にとってわかりやすい
情報発信を行います。

掲載媒体 ：アットホーム株式会社
掲載手順 ：既存の川島町空き家バンク制度と同様に、宅建業協会と連携して掲載等を対応。
参加自治体数：722自治体（R5.9時点）
登録物件数 ：6,424件（R5.9時点）
成約件数 ：約6,000件（R2.10時点）
効果（想定）：高いセキュリティ体制による運用、閲覧数の増加、成約数の向上、安定的な運営

現在の登録は1件
（R5.9月時点）

※H26から現在まで
登録：44件
成約：20件
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【R5適正管理】空家等対策協議会設置

①設置根拠

空家等対策の推進に関する特別措置法（平成26年法律第127号）第7条の規定に基づき設置する。
R5.9月議会において「川島町空家等対策協議会設置条例」を制定。(令和5年川島町条例第18号)

②所掌事項

(1)空家等対策計画の実施等に関すること。 →計画の効果測定、進行管理
(2) 特定空家等に該当するか否かの判断に関すること →協議会意見を聴取➡町が認定
(3) 特定空家等に対する措置の方針に関すること。 →助言～命令の措置方針を協議

空き家に関する有識者等が解消に向けた実務的な協議を行う。管理不全となっている空き家に対する
法的措置等について協議し、町民の安全・安心の確保につなげます。

③委員構成 分野 所属等

１ 町長 川島町長

２ 地域住民 消防OB

３ 〃 警察OB

４ 議会議員 川島町議会議員

５ 法務 弁護士

６ 不動産 埼玉県宅建業協会埼玉西部支部

７ 建築 埼玉県川越建築安全センター

８ 福祉 川島町民生委員・児童委員協議会
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【R6活用】空き家活用補助事業

空き家の活用を支援する補助事業について検討中です。解体補助や改修補助に加え、手続きや相談、家
財整理等の空き家解消に向けた費用全般を対象とする方針です。

【R6活用】空き家活用ローン利子補給事業

資金面に不安を感じる所有者を支援するため、埼玉縣信用金庫と連携して「さいしん空き家活用ローン」
の利子を軽減する取組を実施します。

空き家の解消に係る諸費用

建物調査 手続き 家財整理 解体

補助（国庫補助を活用）

対象経費：改築・改装費用、解体費用、解体後の整地費用等
対象者 ：申込時および借入時の年齢が満20歳以上、完済時年齢が満75歳以下
融資金額：10万円以上500万円以内
融資期間：6ヶ月以上10年以内
融資利率：2.975％（川島町内に所在する物件は協定により0.2%引き下げ）

実質無利子で調整中

資料⑤町の取組概要
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【R6活用】行政代執行・略式代執行

特定空家等の所有者に助言・指導を行い、従わない場合は勧告を通知します。それでも改善に向けた行動
をしない場合に措置を命令しますが、対応しない場合は行政代執行を実施する方針です。所有者が確認でき
ない物件に対しては、略式代執行を実施します。

【R6活用】相続財産清算人・不在者財産管理人制度

「相続放棄等により所有者が存在しない」「所有者が容易に戻る見込みがない」場合は、民法に基づく各
種財産管理人制度を実施します。管轄の裁判所に申立を行い、弁護士等による物件の売却または管理を図り
ます。

【R6活用】個人版ふるさと納税空き家維持管理事業

ふるさと納税の返礼品に「空き家管理サービス」を設け、管理不全としないための維持管理に取り組む意
欲を喚起します。

裁判所川島町

相続（不在者）財産

管理・清算
清算・管理人報酬
弁済
残余財産国庫帰属

財産清算人
財産管理人

申立

選任
予納金
還付
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施策の目標値を次のように定め、空き家対策の着実な推進を図ります。

指標 設定理由 R5 R6 R7

空き家活用件数
（累計）

空き家の減少数＝新たな活用（入居）につ
ながった件数を測定する。

5件 10件 15件

全国版空き家バンク掲載件数
（累計）

空き家購入希望者の目に触れる機会数を測
定する。

5件 10件 15件

●空き家活用（解消）に向けた啓発

これまでご紹介した町が取り組む空き家対策や、法令等の情報をまとめたリーフレットを作成し、
空き家所有者を対象に配付（送付）します。
また、各種セミナーや説明会を開催するとともに、必要に応じて所有者を訪問し、個々の想いに寄

り添った空き家の解消を促進します。
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